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  未完、話者、自己と他者、境界、転移、「間」、認知的フィードバック、 
  枠組と回路、遭遇、他者性、、、、、 



































 申請者の提出作品「YOU KNOW WHAT TO DO」は鑑賞行為が振動音として展示空間に響く仕掛けを持つ回遊
式木製廊下と、申請者製作の点在するシンバルから構成され、鑑賞者のそれらとの対話音が美術館の空間
を見事に揺らぎの空間へと変換していた。 
 提出論文「未知なるものとの対話の枠組みとしてのアート」は、如何にして「リアリティー」を至近距
離にまで引き寄せられるかと言う申請者の作品制作の理念を序論「恒常的未完成」から結論「作品内の相
互作用から対話へ」に至るまで一貫して論考がなされた。 
 作家と作品、行為と表現などの現代美術の重要なテーマを巡って行為と痕跡と振動音が、ある事実とし
て検証されている。そのことで、洋の東西を越えて共通する芸術というものの新しい側面とその価値を、
見事に浮かび上がらせている。 
 審査会では、これまでの一連の表現活動を踏まえて提出された申請者の論文と作品が、独自の批評性と
熟考された表現を獲得したものであり、博士の学位を認めるに相応しい優れたものであるという評価で全
員一致した。「未知なるものとの対話の枠組みとしてのアート」を推し進める運動体としての創造行為に
意義を見いだす申請者の今後の展開に大いなる期待を寄せたい。
